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第74回船まつり・大花火大会



８
月
15
日
㈮
に
出
雲
崎
漁
港
で
、
第
74
回
船
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
８
時
前
に
は
船

団
パ
レ
ー
ド
乗
船
券
を
求
め
、
長
蛇
の
列
！
風
の

影
響
も
あ
り
、
従
来
の
コ
ー
ス
を
変
更
し
、
短
い

時
間
の
乗
船
と
な
り
ま
し
た
が
、
乗
船
さ
れ
た

方
は
、
漁
船
に
乗
る
と
い
う
普
段
で
き
な
い
体

験
が
で
き
、
満
足
さ
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

出
雲
崎
漁
港
の
荷
捌
所
で
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設

け
ら
れ
、
出
雲
崎
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
小
木
ノ
城
地
区
振
興
会
に
よ
る
小
木
ノ
城
太

鼓
が
船
ま
つ
り
を
華
々
し
く
彩
り
ま
し
た
。
ま
た
、

大
道
芸
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
わ
れ
、
マ
ジ
ッ
ク
や

ス
テ
ィ
ル
ト
（
足
長
）
を
目
の
前
で
見
る
こ
と
が
で

き
、
会
場
は
多
く
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
古
賀
シ
ュ
ウ
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
神
奈
月
に
よ
る
太
田
プ
ロ
ラ
イ
ブ

も
行
わ
れ
、
多
く
の
方
が
集
ま
り
、
観
客
を
巻
き
込
む

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

夕
方
に
は
、
出
雲
崎
お
け
さ
輪
踊
り
も
行
わ
れ
、
世

代
関
係
な
く
、
輪
を
囲
み
、
出
雲
崎
お
け
さ
を
踊
っ

て
い
る
姿
は
伝
統
と
歴
史
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

船
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
の
は
大
花
火

大
会
！
い
い
席
を
取
る
た
め
に
早
く
か
ら
場
所
取
り

を
行
う
姿
が
見
ら
れ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
や
超
大
ス

タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
色
鮮
や
か
な
花
火
が
た
く
さ
ん
打
ち

あ
が
り
、
今
年
の
船
ま
つ
り
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

第74回船まつり
大花火大会

あいにくの天気も熱気で吹き飛ばす
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▲二十歳のつどいの対象者は、平成16年４月２日～平成17年４月１日に生まれた

34名で、当日は24名が出席しました。

8月16日㈯に中央公民館講堂で、令和７年度二十歳のつどいが開催

されました。

当日の式典では、来賓からの祝辞と記念品贈呈の後に、代表の髙
たかはし

橋

玲
れ い と

斗さんと髙
たかはし

橋美
み み

海さんが、「家族や先生、友人、そして地域の皆さまの

支援や励ましがあったからこそ、今日という日を迎えることができました。

これからは変化を恐れず、柔軟な発想と強い意志を持って未来を切り開

いていきます。出雲崎町や社会に貢献できるよう、努力を惜しまないこと

を誓います。」と抱負を述べました。

式典終了後は、町のふるさと納税のPRが行われました。どういうもの

が返礼品となっているか、どういった事業に活用されているかなど、町の

ふるさと納税の現状を知り、参加者たちは驚いている様子でした。

全てが終了した後、久々に再会した仲間同士で写真を撮ったり、会話

したりと会場は盛り上がっていました。参加者の顔を見ると、笑顔であふ

れており、「二十歳のつどい」という特別な1日を楽しんでいる様子でし

た。

二十歳のつどいQ：あなたの今後の目標を教えてください

小
お が わ

川　桂
け い じ

司 さん 髙
たかはし

橋　美
み み

海 さん諸
もろはし

橋　一
い ち か

花 さん

現在は、看護学生です。将来

は看護師になり、地域医療に

興味があるので、取り組みた

いと思います。

現在、病院の事務として働

いています。悔いのない人

生を送るために、頑張りた

いです。

現在、大学生で人文学につ

いて勉強しています。将来

は、公務員を目指し、勉強

を頑張っていきたいです。

”再会”
もう一度、あの時へ



イベント会場案内
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〒949－4342　町内大字米田395番地

☎0258-86-5580　ＦＡＸ0258-86-6466

開館時間  平日  ８：３０～１７：１５

               休日１０：００～１５：３０きらりきらり
きらり公式きらり公式
ウェブサイトにもウェブサイトにも
遊びに来てね☆遊びに来てね☆

ＳＵＮＳＵＮ ＭＯＮＭＯＮ ＴＵEＴＵE ＷＥＤＷＥＤ ＴＨＵＴＨＵ ＦＲＩＦＲＩ ＳＡＴＳＡＴ

９月７日９月７日 ８８ ９９

いるか教室いるか教室

１０１０ １１１１

よらん場

10:00～12:00

１２１２ １３１３

１４１４ １５１５ １６１６

おとな園

10:00～11:30

１７１７

きらりhand

10:00～11:30

１８１８ １９１９

きらりフレッシュタイム

10：00～11:30

２０２０

２１２１ ２２２２

みんなの保健室みんなの保健室

２３２３ ２４２４

ベビーマッサージ

10:00～11:00

２５２５

午後休館午後休館

２６２６

午後休館午後休館

２７２７

お仕事交流館お仕事交流館

２８２８ ２９２９ ３０３０

よらん場

10:00～12:00

１０月１日１０月１日 ２２ ３３ ４４

今月の予定

～みんな寄らんば  
みんなのきらり～

「子は宝」多世代交流館

Facebook Instagram LINEYouTube

きらり公式SNS‼

みんなチェックしてね♪

X (旧Twitter)
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越後線柏崎駅～吉田駅間で列車の運休を伴う昼間

集中工事が行われます。工事期間中は、列車の運休

にご注意ください。運休による代行輸送はありませ

ん。

運休日時

・10月14日㈫～11月14日㈮の火～金曜日（計20日間）

運休対象

工事のため越後線が運休します
問 JR東日本ご意見承りセンター（☎050-2016-1651）

昼間集中工事の実施に伴う運休

区分 始発駅 出雲崎駅 終着駅

下り 柏崎駅　10：45 発 出雲崎駅　11：19 発 吉田駅　11：52 着

下り 柏崎駅　12：11 発 出雲崎駅　12：44 発 吉田駅　13：22 着

上り 吉田駅　12：32 発 出雲崎駅　13：06 発 柏崎駅　13：41 着

地域の力で住み良いまちを目指して

　快適な生活ときれいで住み良い環境を保全する

ため、全町一斉クリーン作戦を実施します。

　大勢の皆さまのご参加、ご協力をお願いします。

実施日時（小雨決行）

・９月28日㈰

　午前７時30分ごろから１～２時間程度

※開始時間は目安になりますので、各地域で相談

してください。

※悪天候の場合は、10月５日㈰の同時間に延期

し、その日も天候が悪い場合は中止します。

※延期および中止の場合は、当日午前６時30分に

防災行政無線でお知らせします。

内容

・地域内の道路、公園、集会場周辺のごみ拾い

などを行ってください。具体的な活動内容は

行政区長の指示に従って実施してください。

※クリーン作戦で収集したごみのみとし、ご家

庭のごみは絶対に出さないでください。

その他

・軍手やゴム手袋などは各自でご用意くださ

い。

・中止になった場合の環境美化袋は、次回に使

用してください。

・交通事故やけがに十分気をつけて参加してく

ださい。

秋の全町一斉クリーン作戦を行います
問 町民課 町民係（☎0258-78-2294）

年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入

や所得額が一定基準額以下の年金受給者の生活を

支援するため、年金に上乗せして支給されるもの

です。

給付金を受け取るには、請求書の提出が必要で

す。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金

事務所）が実施します。

対象となる方

●老齢基礎年金を受給している方

　次の要件をすべて満たす必要があります。

・65歳以上である

・世帯員全員の市町村民税が非課税である

・年金収入額とその他所得額の合計が約89万円以

下である

●障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方

　次の要件を満たす必要があります。

・前年の所得額が約472万円以下である

年金生活者支援給付金制度
問 給付金専用ダイヤル（☎0570-05-4092）ナビダイヤル

請求手続き

①新たに給付金を受け取ることができる方

・対象となる方には、日本年金機構からお知らせ

が送付されます。同封のはがき（年金生活者支

援給付金請求書）に記入してご提出ください。

②これから年金を受給し始める方

・年金の請求手続きと併せて年金事務所または役

場町民課で請求手続きをしてください。

※既に給付金を受給している方は、新たな手続き

は不要です。

詐欺にご注意ください

・日本年金機構や厚生労働省が、電話で家族構成

や金融機関の口座番号・暗証番号を聞き出すこ

とはありません。また、公的年金の手続きに手

数料は一切かかりません。

厚生労働省特設サイト▶

枝葉・草の適切な収集にご協力ください

　町では、毎月１回、町民体育館で枝葉・草の収

集を行っています。収集した草類は資源物として

堆肥や培養土などにリサイクルされています。収

集時間などルールを守って、適切なリサイクルの

推進にご協力をお願いします。

収集日

・９月16日㈫　

・10月28日㈫

・11月25日㈫

※12月～３月まで休止期間

収集時間

・午前７時～午前９時まで

※時間外の持ち込みは受付できません。

収集場所

・町民体育館　駐車場

その他

・枝葉の結束にビニールひもを使わないでくだ

さい。わら縄か麻縄をご使用ください。

・コンテナへの積み込みは、ご自身で行ってく

ださい。収集業者が補助する場合もあります

が、基本的には中身の確認のみ行います。

【ポイント】

・定期的に持ち込む方は、ホームセンターなど

で販売している集草バッグを使うと、再利用

できて便利です。

問 町民課 町民係（☎0258-78-2294）
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いずもざき健康レシピ

・ちくわ…２本

・きゅうり…280g

・白すりごま…大さじ１

・塩…ひとつまみ

・醤油…大さじ1/2

①きゅうりは縦２等分にしてから斜め薄切りに

し、塩ひとつまみを振ってしばらく置き、水気を

絞る。ちくわは薄く小口切りにする。

②白すりごま、醤油、酢、砂糖をよく混ぜ、①を加

えて和える。

バランス良く食べて、町民のみなさんが健康な生活を送れるように、
町の食生活改善推進員が地元食材を使ったレシピを紹介します。

ちくわときゅうりのごま酢和え

１人分 エネルギー約55kcal /食塩相当量約0.８g

火を使わずに作れる簡単メニューで

す。きゅうりのかわりに、キャベツやも

やしなどを使って作ることもできます。

作り方

材料（４人分）

調理：町食生活改善推進員

・酢…大さじ３

・砂糖…小さじ２
ポイント

９月定例会が９月11日㈭～19日㈮の日程で開催

され、主に令和６年度決算について審議されます。

皆さまの生活に直結した重要な問題が審議されて

いる議会は、どなたでも傍聴できます。議会や議員

がどのような活動をしているかを目の前で見ること

ができ、町政を身近に感じることができます。

インターネット議会中継

９月16日㈫の一般質問は、午前９時30分より

YouTubeで生配信します。町議会ホームページの

「インターネット議会中継」よりご覧ください。

また、右記の施設に設置しているテレビでも視聴

することができます。

９月定例会のお知らせ

問 議会事務局（☎0258-78-3112）

・役場２階会議室　・海岸公民館

・中央公民館　　　・妻入り会館

・ホッと情報館陽だまり

議会ホームページ

町議会を傍聴しませんか

　長年にわたり、社会や地域に貢献されてこら

れた方々の長寿と健康をお祝いするため、9月

23日（火・祝）、午前10時から町民体育館で敬

老会を開催します。

　敬老会には、今年度末で75歳以上となる方を

ご招待し、お祝いの品が贈呈されるほか、88

歳、100歳の方々にお祝い状が贈られます。

問 保健福祉課　福祉係（☎0258-78-2293）

　式典終了後には、ユネスコ無形文化遺産・重

要無形民俗文化財　文化芸能「綾子舞」（柏崎

市）の披露が予定されています。

※当日欠席の方にも後日、お祝いの品を送らせ

　ていただきます。

長寿を祝って！敬老会を開催します

消費喚起・需要拡大応援プロジェクト
防犯・安全落語講演会を開催します
問 出雲崎町商工会（☎0258-78-2064）FAX：0258-78-3693

　交通事故にあわない・特殊詐欺でだまされない

ために「防犯・安全落語」を聴いて、楽しく・

笑っていただきます。また、地域の交流を図り地

域経済の活性化に役立てるため、参加者にはさら

に「200円引きクーポンを3枚」配布します。

講師

・三
さんりゅうてい

流亭　楽
らくらく

々　さん

日時

・10月12日㈰

　午後１時30分～３時（午後１時開場）

会場

・中央公民館　講堂

参加費

・無料

定員

・100名

申込方法

・９月に全戸配布される参加申込用紙に記入し、

　FAXで出雲崎町商工会まで送信してください。

申込締切

・９月30日㈫

主催

・出雲崎町商工会（☎0258-78-2064）

参加特典

・200円引きクーポンを3枚進呈

その他

・詳細は９月に全戸配布される参加申込用紙をご

　覧ください。
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ユニバーサルツーリズム研修を開催します
問 出雲崎町観光協会（☎0258-78-2291）FAX：0258-41-7322　E-mail:shokou@town.izumozaki.niigata.jp

趣旨

・高齢者や　障害者等に対する合理的配慮がで

　きるように　接遇の理解を深める。

日時

・10月22日㈬

会場

・中央公民館講堂及び天領の里ほか

募集人数

・35人

参加費

・2,000円（天領の里昼食・ドリンクバー付）

　当日受付にて徴収いたします。

応募方法

・住所、氏名、電話番号、職種（任意）を持参、

FAX、郵送またはメールでご報告ください。

募集締切

・10月６日㈪まで　消印有効

行程

9:30～ 受付（中央公民館 講堂）

10:00～ 研修開始

10:10～11:10
講 義 （ ユ ニ バ ー サ ル ツ ー リ ズ ム と

は）

11:20 ～ 12:00
室内での演習（車椅子操作及びア

イマスク体験）

12:00 ～ 13:00
天領の里にてお昼休憩（マイクロ

バスで移動）

13:00 ～ 15:00
実地研修（夕凪の橋、物産館、多

目的トイレ、妻入りの街並み）

15:00～15:30
中央公民館にて振り返り及びアン

ケート（マイクロバスで移動）

会計年度任用職員を募集します
問 総務課　庶務防災係（☎0258-78-2290）

職種
（勤務場所）

人数
報酬額
（予定）

勤務時間 業務内容

公民館管理人公民館管理人

（（中央公民館・体育館）中央公民館・体育館）
１名

時間額
　1,127円

〇シフト勤務（週3日）〇シフト勤務（週3日）

・土日祝
　8:30～17:00
・土曜日夜間
　17:00～22:00
・その他の日
　17:15～22:00

・施設の開錠及び施錠
・清掃及び整理整頓の確認
・利用者の受付、用具類の貸出
及び受納

・火気の取締及び冷暖房操作等
・図書利用者への貸出及び受納

任用期間任用期間

令和７年10月１日令和７年10月１日

　　　　～令和８年３月31日　　　　～令和８年３月31日

受付期限受付期限：９月16日㈫　：９月16日㈫　選考方法選考方法：書類審査及び面接により決定します。：書類審査及び面接により決定します。

※※申込の状況等により、受付期限を早める可能性があります。申込の状況等により、受付期限を早める可能性があります。

※※詳細は町公式ウェブサイトまたはハローワーク求人情報をご覧ください。詳細は町公式ウェブサイトまたはハローワーク求人情報をご覧ください。

75歳以上の人間ドック費用

一部助成について

健康管理や疾病の早期発見のため、後期高齢

者医療保険に加入されている方を対象に、人間

ドック受診にかかる費用の一部を助成していま

す。

対象者

・人間ドック受診日時点で後期高齢者医療保険

　の加入者で、町内に住所がある方

（町集団・個人健診を受診されている方は対象

　外です。）

受診期間

・令和７年４月から令和７年12月までに受診す

　る人間ドックが対象となります。

受診の流れ

・人間ドックを受診する前に申込みが必要です

　ので、保健福祉課保険健康係へご連絡くださ

　い。受診の流れなどの書類をお送りします。

・令和７年度住民健診調査票で、人間ドックの

　欄に〇印を記入し提出された方には、申込不

　要で書類をお送りしてありますので、申請忘

　れがないか今一度ご確認ください。

助成額

・２万円（費用が２万円を下回る場合はその

額）

～後期高齢者医療保険に加入されている方へ～

   間に合います！

問 保健福祉課 保険健康係（☎0258-78-2293）

司法書士無料相談週間
問 新潟県司法書士会（☎025-244-5121）

新潟県司法書士会では、10月1日の「法の

日」にちなんで、県内各司法書士事務所におい

て、次のとおり無料で相談をお受けします。

期間

・10月1日㈬～10月7日㈫

時間

・各事務所執務時間内

場所

・県内各司法書士事務所

内容

・生活一般に関する法律相談

（登記・訴訟・相続・成年後見・

　多重債務・悪徳商法等）

※ご相談の際には、事前に電話でお

　問合せ、ご予約をお願いします。

行政・人権相談会を開催します
問 町民課 町民係（☎0258-78-2294)

行政機関や人権に関する相談をはじめ、土地

や建物、相続、近所のお困りごとについての相

談をお受けします。

なお、秘密は固く守られます。

期間

・10月15日㈬ 午後１時30分～午後４時

場所

・海岸公民館

費用

・無料

相談員

・行政相談委員

・人権擁護委員
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堤 

防 

に

絵
を
描
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
開
催
日

・
9
月
21
日
㈰

　

午
前
９
時
集
合
、
開
始

　

午
前
11
時
30
分
に
終
了
予
定

※
雨
天
の
場
合
9
月
23
日
㈫
・
㈷

■
対
象
者

・
大
き
な
堤
防
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に

海
の
生
き
物
を
描
き
た
い
個
人
及

び
グ
ル
ー
プ
。

※
小
学
生
以
下
の
グ
ル
ー
プ
は
保

護
者
同
伴
と
し
ま
す
。

■
参
加
費

・
一
枠
１
、
０
０
０
円

■
申
込
締
切

・
９
月
12
日
㈮
（
定
員
に
な
り
次

第
募
集
締
切
）

■
お
問
合
わ
せ
・
お
申
込
み

・
夢
ふ
～
せ
ん
事
務
局 

松
岡

（
☎
０
２
５
８
―
78
―
２
４
４　

６
）

※
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
後
日

　

申
込
書
と
詳
細
に
つ
い
て
の
文

　

書
を
郵
送
し
ま
す
。

マ
リ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

参
加
者
大
募
集
！

『堤防に海の生き物を描こう！』

マリンギャラリーを開催します。

これまでも芸術的な海の生き物

たちがたくさん誕生し、道行く

人々を楽しませてきました。海

の出雲崎のPRに、秋の思い出

づくりに、絵を描いてみません

か？
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生涯学習フェスティバル

作品・出演者を募集します

問 教育課 社会教育係（☎0258-78-2250）

今年も生涯学習フェスティバルを開催しま

す。出品作品・ステージ発表の参加者を募集し

ます。

資格

・町内在住、在勤、通学の方

申込方法

・中央公民館（☎0258-78-2250）までお電話で

お申込みください。

申込期限

〇出品作品　　　 10月20日㈪

〇ステージ発表 　10月3日㈮

【作品部門】

展示期間：11月2日（日）～11月3日（月/祝）

会　　場：中央公民館 講堂

内　　容：書道、陶芸、工芸、手芸、写真、

　　　　　 絵 画、俳句、手作り作品 など

【ステージ発表部門】

期　　日：11月3日（月/祝）

会　　場：町民体育館

内　　容：ダンス、楽器演奏 など

地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信いずもざきLIFE！いずもざきLIFE！

北
きたたに

谷 美
み ほ

穂　隊員

今年は船まつりで「ふるさと納税PRコーナー」が

登場しました。当日は町プロジェクトチームと返礼

品登録事業者に協力していただき、商品の展示・

販売・試食配布を実施。「出雲崎にこんな商品あ

るの？」「これおいしい！」等お話をしながら、町内

外の方に出雲崎の特産品・ふるさと納税について

Instagram
Instagram

(子どもと出雲崎)

◎ふるさと納税PRの２日間

知っていただく機会となりました。

翌日は「二十歳のつどい」でふるさと納税の宣

伝をさせていただきました。今回は少し趣向を変え

て「ふるさと納税クイズ」を実施。こちらも楽しみな

がら、ふるさと納税に触れてもらう機会になったの

ではないかと思います。

「出雲崎町に誇りを持ち、挑戦できる環境をみん

なでつくる」ために取り組んでいるふるさと納税。

町民みんなが、自分の町の返礼品や寄附金の使

い方を答えられるようになったらいいな、と思ってい

ます。ふるさと納税クイズもバリエーションを増やし

てやってみたいので、機会がありましたらぜひお声

がけください！

浅
あ さ だ

田 忠
ただひろ

寿　隊員

7月中旬頃に、「雨が降ってないなぁ」なんて思っ

ていたら結局まとまった雨は降らずに梅雨明けして

しまい、８月に突入。田んぼにも水がない！溜め池

にも水がない！ニュースでは色々なところでダムの

水が無い！などの報道がされていました。出雲崎園

芸品目協議会の畑に関しても日々の酷暑により、

土がカチカチになっていてフキや里芋などの葉が

徐々に枯れているのが伺えたので、200Lタンクに

水を貯めてポンプを使用し、潅水作業を夕方に実

施していました。そして8月6～８日にかけて待望の

纏まった雨が降り、各地域の溜め池の水位が戻っ

て少し安心しました。それ以降も梅雨入りしたかの

ように頻繁に雨が降り、フキや里芋も元気を取り戻

してきています。前職では雨が降ると確実に想定よ

り売上が落ちていたので個人的に嫌っていました

が、自分の環境が変わると考え方が簡単に変わっ

てしまうものなんだなぁと反省を交えつつ、天候に

は抗えないと痛感しております。まだまだ、暑い日が

続くと思われますので皆様も熱中症には十分に気

を付けて下さい。

◎雨が降らない
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良
寛
を
た
ど
る
。

良
寛
を
た
ど
る
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
良
寛
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
良
寛
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
良
寛
に
関
す
る
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

い
る
良
寛
に
関
す
る
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

良

寛

遺

墨

漢

詩

『
凄

然

夜

己

久

白

露

』

良

寛

遺

墨

漢

詩

『
凄

然

夜

己

久

白

露

』

読
み
下
し
文

読
み
下
し
文

凄凄せ
い
ぜ
ん

せ
い
ぜ
ん然然  

夜夜よ
る
す
で

よ
る
す
で已已
にに
久久ひ
さ
ひ
さ

し
く
し
く  

白白は

く

ろ

は

く

ろ露露  

裳裳い
し
ょ
う

い
し
ょ
う装装
をを
霑霑
う
る
お

う
る
お

すす  

庭庭て
い
さ
い

て
い
さ
い際際  

何何い
ず
い
ず

れ
の
れ
の
所所
と
こ
ろ

と
こ
ろ
にに

かか
在在ああ

るる  

只只た
だ
た
だ

聞聞きき

くく  

草草そ
う
ち
ゅ
う

そ
う
ち
ゅ
う
虫虫
のの
聲聲こ
え
こ
え

意
訳
意
訳

　

物
悲
し
い
夜
を
過
ご
し
て
い
る

と
、夜
更
け
に
は
次
第
に
冷
え
込
み
、

気
づ
け
ば
衣
に
白
露
が
つ
い
て
し
っ
と

り
と
濡
れ
て
い
た
。そ
ん
な
夜
に
も
、

草
む
ら
に
棲
む
虫
た
ち
は
庭
の
境
な

ど
気
に
も
留
め
ず
、ひ
た
す
ら
鳴
き

続
け
て
い
る
。そ
の
声
は
ま
る
で
、世

の
中
が
晩
秋
を
迎
え
た
こ
と
を
人
々

に
告
げ
知
ら
せ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。私
は
そ
の
声
に「
そ
う
か
、そ
う

か
」と
頷
き
な
が
ら
、秋
の
終
わ
り
を

し
み
じ
み
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。

解
説
解
説

　　

本
作
品
は
、
先
月
号
に
続
き
、

現
長
岡
市
三
島
町
七
日
市
の
大
庄

屋
山
田
家
の
家
宝
の
巻
子
に
収
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　　
制
作
年
代
に
つ
い
て
、
良
寛
研

究
家
の
谷
川
敏
朗
先
生
は
、
著

書
『
校
注
良
寛
全
詩
集
』
に
於

い
て
文
化
七
・
八
（
一
八
一
〇
〜

一
八
一
一
）
年
頃
の
五
合
庵
時
代

の
作
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

実
際
、
山
田
家
の
巻
子
に
収
め
ら

れ
た
良
寛
遺
墨
の
多
く
は
四
十
代

の
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

推
察
は
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
良

寛
の
詩
歌
に
は
、
春
と
秋
を
詠
ん

だ
も
の
が
多
い
。
そ
れ
だ
け
良
寛

は
、
春
と
秋
に
強
い
思
い
入
れ
を

抱
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
本
詩
も
、

秋
の
夜
長
の
情
景
を
詠
ん
だ
一
首

で
あ
る
。

　　
良
寛
の
秋
の
詩
歌
に
は
、
夜
更

け
ま
で
虫
の
声
を
聞
い
て
い
た
り
、

月
と
語
ら
っ
て
い
た
り
す
る
内
容

原
文
原
文凄

然
夜
已
久

凄
然
夜
已
久

白
露
霑
衣
裳

白
露
霑
衣
裳

庭
際
何
所
在

庭
際
何
所
在

只
聞
草
虫
聲

只
聞
草
虫
聲

が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
点
か
ら
谷
川
先
生
は
「
良
寛
は

睡
眠
時
間
の
短
い
人
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
問
い
を
投
げ
か
け
て

い
る
。
し
か
し
、
当
館
所
蔵
の
良

寛
和
歌
「
風
ま
じ
り
・
よ
も
す
が

ら
」
で
は
、
雨
や
雪
、
霰
が
交
じ
っ

て
降
る
音
の
せ
い
で
眠
れ
な
い
こ
と

を
嘆
い
て
お
り
、
む
し
ろ
良
寛
は

規
則
正
し
い
睡
眠
を
取
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
良
寛
が
、

秋
の
夜
に
遅
く
ま
で
起
き
て
い
た

の
は
、
虫
の
声
を
聞
き
、
月
を
眺

め
る
と
い
っ
た
風
流
を
殊
の
ほ
か
好

ん
だ
か
ら
だ
ろ
う
。

　　

本
詩
の
骨
子
は
、「
庭
際 

何

れ
の
所
に
か
在
る
」
の
一
句
に
あ

る
。
良
寛
は
、
草
に
棲
む
虫
た
ち

が
、
庭
の
境
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
鳴
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い

る
。
虫
が
大
地
に
自
由
に
生
き
て

い
る
の
に
対
し
、
人
は
「
我
が
庭
」

と
境
を
設
け
て
、
そ
の
狭
い
世
界

の
中
で
生
き
て
い
る
。
同
じ
大
地

に
生
き
な
が
ら
、
自
ら
境
を
作
り

狭
い
世
界
を
生
き
る
の
は
人
間
だ

け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
概

念
の
有
る
無
し
、
庭
の
境
も
関
係

な
く
、
秋
は
等
し
く
大
地
を
包
み
、

更
け
て
い
く
の
で
あ
る
。
裏
を
返

せ
ば
、
今
時
今
節
今
世
の
同
じ
大

地
に
暮
ら
す
い
の
ち
と
い
う
こ
と
一

つ
に
於
い
て
、
い
の
ち
は
平
等
な
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、「
大
地
の
目

線
」
か
ら
見
れ
ば
い
の
ち
は
平
等

で
あ
る
が
「
私
の
目
線
」
か
ら
見

た
世
界
は
不
平
等
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
も
そ

の
よ
う
な
不
平
等
の
世
界
に
棲
ん

で
い
る
人
間
な
の
で
あ
る
と
。
そ

の
こ
と
を
、
草
に
棲
む
小
さ
き
い

の
ち
が
教
え
て
く
れ
た
と
、
良
寛

は
晩
秋
の
夜
更
け
に
、
虫
の
声
を

聞
き
な
が
ら
深
く
頷
い
て
受
け
と

め
た
の
で
あ
る
。

　　
良
寛
の
逸
話
に
「
五
合
庵
の
草

取
り
」
の
話
が
あ
る
。
良
寛
が
托

鉢
に
出
か
け
た
留
守
中
、
良
寛
を

慕
う
村
人
が
、
良
寛
を
喜
ば
せ
た

い
と
思
い
、
荒
れ
放
題
の
五
合
庵

の
庭
の
草
取
り
を
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
托
鉢
か
ら
帰
っ
た
良
寛
は
「
虫

の
棲
む
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
言
っ
て
、
悲
し
ん
だ
と
い

う
。
こ
の
逸
話
か
ら
も
、
良
寛
が

「
自
分
の
視
点
」
で
は
な
く
、「
大

地
の
視
点
」
で
い
の
ち
を
見
つ
め

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　　　　　　　　　　　
良
寛
記
念
館
館
長

 記者は見た
IZUMOZAKI TOWN NEWSIZUMOZAKI TOWN NEWS

ま　ち　の　で　き　ご　と

７月27日㈰に十日町地域消防ヘリ

ポートで第76回新潟県消防大会が

開催され、小型ポンプ操法の部に

第４分団第1部が出場しました。17

チーム出場し、惜しくも入賞はなりま

せんでしたが、消火技術の基本操作

が正確かつ迅速な動作を求められる

中で、練習の成果を遺憾なく発揮し

ました。

▲大会に向けて、夜に練習に行い、その成

果を出しきった第４分団第１部。競技終了後

の表情は達成感にあふれていました。

地域を守る
誇りと絆
第76回新潟県消防大会

８月23日㈯にレストランDIOで

「sound Inn "Sb"」と題した音楽

ライブが行われました。井鼻の田中

多恵子さんらが中心に201９年から

月１回ライブを計画しています。今回

は県内外から10組が出演し、歌を披

露しました。歌声だけでなく、ギター

やキーボードなど、重なった綺麗な

音色も楽しむことができました。

▲”Sｂ”は今回で76回目。観客一体と

なって作り上げる雰囲気となっており、

会場は大盛り上がりでした。

音楽を通し
出雲崎を盛り上げる
Sound Inn "Sb"
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８月10日㈰に出雲崎ストリートジャズが行われました。

当日は雷注意報発令のため、会場を急遽中央公民館に

変更しましたが、ジャズを聞こうと多くの方が来場しま

した。観客は各グループの美しい音色を感じ、楽しんで

いました。

音 を感じ、音を楽しむ
出雲崎ストリートジャズ

▼有名なトランペット奏者も演奏し、美しい音を会場に響かせました

8月20日㈬に中央公民館で、まち塾夏期講習「お楽しみ会

2025」が行われました。まず塾生はカレー作りを行い、完

成したカレーを美味しそうに食べていました。その後、クイ

ズ大会が行われ、話し合いながら和気あいあいとした雰囲

気で問題に望んでいました。最後には、花火も行われ、塾生

は楽しみながら、夏の思い出の一つとなったようでした。

夏 の最高の思い出に
まち塾夏期講習「お楽しみ会2025」

▼グループメンバーと協力し合い、クイズに取り組みました

 記者は見た
IZUMOZAKI TOWN NEWSIZUMOZAKI TOWN NEWS

ま　ち　の　で　き　ご　と

８月20日㈬に出雲崎ッズ参加児童が東京電力サービス

ホールで発電の仕組みを学びました。児童たちは、手回

し発電機で犬のおもちゃを動かしたり、施設を見学したり

しました。「風を送って、電気を作るのは大変だなと感じ

た。」と話していました。

電 気の仕組みを学ぶ
出雲崎ッズ　東京電力サービスホール見学

7月24日㈭に国道116号乙茂地内で、町交通安全協会

と女性ドライバーの会が交通安全を呼びかけました。与

板警察署の協力のもと、夏の交通事故防止運動の一環

として行われたもので、道行くドライバーへ声かけととも

に交通事故防止の啓発品やチラシを配布しました。

安 全な運転を心掛けよう
夏の交通事故防止運動

▼1台ずつ啓発品などを手渡し、安全運転を呼びかけました▼自分たちで電気を作ることで、ものが動くことを学びました

8月19日㈫に婦人会による子ども料理教室が行われま

した。婦人会の方々に教えてもらいながら、子どもたちは

野菜を切ったり、炒めたりしました。カレーとサラダが完

成し、子どもたちは出来た料理を見て、笑顔があふれて

いました。

理に挑戦してみよう
婦人会　料理教室

▼婦人会の方をしっかり見て覚えようとする子どもたち

７月28日㈪に町民野球場で台湾の中学生と親善交流試

合が開催され、台湾チーム、東北中学校（長岡市）、出雲崎

中学校の3チームが参加しました。最後の試合では台湾

チームに出雲崎中学校の生徒が加わり、合同チームで試

合が行われました。ハイタッチなど、喜び合う姿を見て、

スポーツは言語関係なく、楽しめるものだと感じました。

ス ポーツで国際交流
野球　台湾中学生交流試合

▼得点が入り、台湾の中学生とハイタッチする出雲崎中学生

８月５日㈫～７日㈭にかけ、7名の東京藝大院生が来町

し、街並みスケッチ合宿が行われました。最終日の７日㈭

には、中央公民館で鑑賞会が行われ、一人ひとり異なる

出雲崎を描いた作品は鮮明であり、観客は目が釘付けに

なりました。藝大院生は「たくさんの声をかけていただ

き、楽しく絵を描くことができた。」と話していました。

岸の風景を後世に
東京藝大院生　街並みスケッチ合宿

８月６日㈬に出雲崎こども園で１年生との交流会が行わ

れました。園児と一緒に、おにごっこやビー玉コースター

作りなどのさまざまな遊びをしたり、カレーを食べたりと

楽しんでいました。園児も１年生のお兄さん、お姉さんか

ら小学校で楽しいことや好きな科目などを聞けて、小学

校がどういう場所か想像を膨らませている様子でした。

学
校ってどんなとこ？教えて！
出雲崎こども園　１年生との交流会

▼１年生は園児に小学校で楽しいことなどを教えていました▼鑑賞会で藝大院生は自分のスケッチ画の特徴などを説明しました

海

料

 記者は見た
IZUMOZAKI TOWN NEWSIZUMOZAKI TOWN NEWS

ま　ち　の　で　き　ご　と
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保健師、管理栄養士の 健 だ り幸 よ
やかに せに

　９月は、 「がん征圧月間」 です！

　～定期的にがん検診を受けましょう～　

　令和６年度、出雲崎町の死因第１位はがんです。全国でも国民の２人に１人ががんになり、３人に１人

ががんで亡くなっています。初期のがんは自覚症状がありません。がん検診を定期的に受け早期発見につ

とめましょう。

各種がん検診の５年生存率の比較

お知らせ

相談
時間 毎日（18時～翌朝８時） 相談

内容

発熱、頭痛、腹痛、吐き

気など急な病気やケガ

などに関する相談

ダイヤル回線・IP電話・PHSからは
025-284-7119

# ７ １１ ９
救急医療電話相談
大人（概ね15歳以上の方）　 

経験豊富な看護師などが医療機関の受診の必要性や、対処法
などについて助言します。

※�この電話相談は、診療行為ではなく、電話での助言により
相談者の判断の参考としていただくものです。

ダイヤル回線・IP電話・PHSからは
025-288-2525

# ８ ００ ０
小児救急医療電話相談
15歳未満のお子さん　 

相談
時間 毎日（18時～翌朝８時） 相談

内容
お子さんの急な発熱、

けがなどに関する相談

【お問い合わせ】

新潟県福祉保健部地域医療政策課

（☎０２５－２５６－８９２４）

夜間に救急車を呼ぶ？ 病院に行く？ 迷ったときは・・・

●急患診療

●医療電話相談

●もの忘れ、

　こころの相談会

急患診療のご案内
◇内科 ・ 小児科 ・ 外科 ・ 歯科
【長岡市幸町 2 － 1 － 1　さいわいプラザ内】

■産婦人科は在宅当番制（日曜・祝日のみ）となりますので、
詳細は休日・夜間急患診療所（☎ 0258-37-1199）までお問
い合わせください。

診療科目 受 付 時 間

休日・夜間急患診療所
（☎0258-37-1199）

内　科

月～金曜
（祝日除く）
18：45～21：30

日曜・祝日
９：00～11：30
13：00～16：30

小児科
外　科

日曜・祝日
９：00～11：30
13：00～16：30

休日急患歯科診療所
（☎0258-33-9644） 歯　科

日曜・祝日
９：00～11：30
13：00～15：30

中越こども急患センター
（☎0258-86-5099） 小児科

月～土曜
（祝日除く）
18：45～21：30

◇二次病院の休日診療 （９月16日～10月13日）

※�「二次病院」は一般の医院・診療所では対応できないような比較
的症状の重い救急の患者さんが対象です。

年に一度は健診を受けましょう！

もの忘れ、こころの相談会

　９/25㈭

8：30～翌日8：30 お問い合わせ

９月28日㈰
10月13日㈪ 立 川 綜 合 病 院 0258-33-3111

９月23日㈫
10月５日㈰ 長岡赤十字病院 0258-28-3600

９月21日㈰
10月12日㈰ 長岡中央綜合病院 0258-35-3700

　◇会場　ふれあいの里　◇会場　ふれあいの里

　◇時間　１４ ： ００～１６ ： ００　◇時間　１４ ： ００～１６ ： ００

　◇担当　田中　弘　医師 （三島病院）　◇担当　田中　弘　医師 （三島病院）

　◇その他　◇その他

　　 ・ 秘密は固く守られます。　　 ・ 秘密は固く守られます。

　　 ・ 完全予約制です。　　 ・ 完全予約制です。

　　　（相談を希望される方は事前に予約をお願いします。）　　　（相談を希望される方は事前に予約をお願いします。）

　【お申込み ・ お問い合わせ】　　【お申込み ・ お問い合わせ】　

　　 ・ 役場保健福祉課　保険健康係 （☎0258　　 ・ 役場保健福祉課　保険健康係 （☎0258－－７８－２２９３）７８－２２９３）

今年最後のがん検診 ( 集団 ) を下記のとおり、実施します　

会場

・ふれあいの里

※今年がん検診を申し込んでいない場合は、10月29日㈬までに下

記へ申込みください。

※子宮頸がんと乳がん検診は施設検診も実施しています。実施期

間は12月19日㈮までとなります。ご希望の方は、ご連絡くださ

い。

【お申し込み先】

・役場　保健福祉課　保険健康係　☎0258-78-2293（直通）

（出典：がんの統計2025　がん診療拠点病院等（都道府県推薦病院含）における5年実測生存率

（2014-2015年診断例））

早期発見は進行後発見よりも

生存率が高い！

期日　　

・11 月 14 日㈮　午前（混雑を防ぐため、受付時間を指定させていただきます。）
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情
報掲

示
板

情
報掲

示
板

　

人
間
と
動
物
の
絆
を
テ
ー
マ

に
、
動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

・
９
月
23
日
㈫
・
㈷

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

■
会
場

・
ハ
イ
ブ
長
岡

■
内
容

・
動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、

ド
ッ
グ
ス
ポ
ー
ツ
の
演
技
、

獣
医
さ
ん
の
動
物
な
ん
で
も

相
談
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

・
新
潟
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
０
２
５
８
ー
21
ー
５
５

０
１
）

　

サ
ポ
ー
ト
詐
欺
と
は
、
パ
ソ

コ
ン
等
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

閲
覧
中
に
、
突
然
、
ウ
イ
ル
ス

感
染
し
た
か
の
よ
う
な
偽
の
警

告
画
面
を
表
示
さ
せ
た
り
、
警

告
音
を
発
生
さ
せ
る
な
ど
し
て
、

ユ
ー
ザ
ー
の
不
安
を
煽
り
、
画

面
に
記
載
さ
れ
た
サ
ポ
ー
ト
窓

口
に
電
話
を
か
け
さ
せ
、
サ

ポ
ー
ト
名
目
で
ギ
フ
ト
カ
ー

ド
を
購
入
さ
せ
て
金
銭
を
騙
し

取
っ
た
り
、
遠
隔
操
作
ソ
フ
ト

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
せ
て
パ
ソ

コ
ン
内
の
デ
ー
タ
を
削
除
又
は

窃
取
し
た
り
す
る
も
の
で
、
県

内
で
も
多
く
の
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

■
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

・
偽
の
警
告
画
面
は
キ
ー
ボ
ー

ド
の
「
E
s
c
」
キ
ー
を
長

押
し
し
、
表
示
さ
れ
た
画
面

右
上
の
「
×
」
を
押
し
て
閉

じ
る
。

※
偽
の
警
告
画
面
が
表
示
さ
れ

て
も
、
実
際
に
は
ウ
イ
ル
ス

感
染
し
て
い
ま
せ
ん
。

・
偽
の
警
告
画
面
に
表
示
さ
れ

た
電
話
番
号
に
電
話
し
な
い
。

・
操
作
が
で
き
な
い
場
合
で
も

落
ち
着
い
て
、
警
察
等
に
相

談
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
サ

イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課

　

（
☎
０
２
５
ー
２
８
５
ー
０

１
１
０
）

　

県
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
や
施
設
の
情
報
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
し
て
い
ま

す
。
地
域
・
サ
ー
ビ
ス
別
に
検

索
で
き
、
事
業
所
の
所
在
地
や

営
業
時
間
、
利
用
料
等
の
情
報

を
い
つ
で
も
誰
で
も
詳
し
く
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
業

所
選
び
等
に
当
シ
ス
テ
ム
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
県
福
祉
保
健
部
国
保
・
福
祉

指
導
課　

介
護
指
導
班

　

（
☎
０
２
５
ー
２
８
０
ー
５

９
８
２
）

２
０
２
５
動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

皆さんに町内外からの情報をお届けします。皆さんに町内外からの情報をお届けします。

（広告）（広告）

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
シ

ス
テ
ム
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

サ
ポ
ー
ト
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
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秋
季
企
画
展
「
飴あ

め

・
糖あ

め

・
あ

め
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

飴
は
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て

き
た
甘
味
で
す
。
米
や
粟
な
ど

の
穀
物
に
、
麦
芽
を
加
え
て
糖

化
さ
せ
た
汁
を
煮
詰
め
て
作
り

ま
す
。
越
後
の
飴
の
美
味
し
さ

は
江
戸
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
新
潟
県
内
に
は
飴
の
老
舗

が
あ
り
、
飴
を
め
ぐ
る
信
仰
や

芸
能
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
後
期
に
な
る
と
、
流
通

量
が
増
え
た
砂
糖
を
使
っ
た
飴

や
、
金
平
糖
・
金
花
糖
な
ど
の

砂
糖
菓
子
が
広
ま
り
ま
し
た
。

本
展
は
「
飴
・
糖
・
あ
め
」
を

め
ぐ
る
歴
史
と
文
化
を
、
県
内

に
伝
わ
る
資
料
を
中
心
に
紹
介

し
ま
す
。

■
期
間

・
９
月
６
日
㈯
～
10
月
19
日
㈰

■
時
間

・
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

■
場
所

・
新
潟
県
立
博
物
館　

企
画
展

示
室

■
休
館
日

・
月
曜
日
（
月
曜
が
祝
休
日
の

場
合
は
翌
平
日
）

■
観
覧
料

・
一
般 

８
４
０
円

・
高
校
、
大
学
生 

６
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

・
新
潟
県
立
博
物
館　

経
営
企

画
課
（
☎
０
２
５
８
ー
47
ー

６
１
３
０
）

広
報
い
ず
も
ざ
き
に
掲
載
し

た
写
真
は
、
一
部
を
除
き
希
望

さ
れ
る
方
に
お
渡
し
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
で
撮
影
し
て
い
ま
す
の
で
、

デ
ー
タ
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）
で
の
お

渡
し
に
な
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
総
務

課
地
域
政
策
室
（
☎
78
―
２
２

９
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

俳句ポスト俳句ポスト
（入選句）（入選句）

零
余
子
飯
　
遠
い
む
か
し
の
　
味
が
す
る

�

　
藤
田
　
孝
　
さ
ん

音
た
て
て
　
海
へ
夕
日
の
　
落
つ
残
暑

�

平
栗
　
瑞
枝
　
さ
ん

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
秋
季

企
画
展
の
開
催
し
ま
す

納税はお忘れなく！納税はお忘れなく！
今月の町税等の口座振替予定日は、

９月29日㈪９月29日㈪です。

※再振替日は10月10日㈮です。

空き家 ・ 空き地の情報をお願いします！

町では「空き家・空き地情報バンク」を開設しています。

「空き家 ・ 空き地を売りたい、 貸したい」

という方がいらっしゃいましたらぜひご

連絡ください。

【お問い合わせ】

町総務課地域政策室 （☎ 0258-78-2290）

町空き家・空き地

情報バンク

広
報
写
真
デ
ー
タ
を

ご
希
望
の
方
へ

（広告）

詳細は
こちらから

公益財団法人新潟県市町村振興協会

令和７年８月 31 日現在住民基本台帳
（　）内は前月比

人口のうごき

追　　悼

駒村　カズ

志田　　文

杉本　冨男

カ　ズ　
（稲　川）
忠　護　

（羽黒町１区）
弘　　

（上中条）

95

84

92

８.６

８.８

８.24

人　口

男

女

世帯数

出 生 １人

転 入 10 人

死 亡 ６人

転 出 ６人

3,812人

1,851人

1,961人

1,627世帯

（－  1）

（＋  1）

（－  2）

（＋  2）

戸  籍  の  窓
※戸籍の窓への掲載については、届け人の
希望により掲載しない場合があります。
令和７年８月１日～８月 31 日
までの届出分・敬称略

丈夫な良い子に

７.８.８ 諸橋　晴人
（滝　谷）

  律
りつ
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◆
発
行
・
編
集

　
出
雲
崎
町
  総
務
課

今
回
の
巻
頭
は
船
ま
つ
り
・

大
花
火
大
会
で
す
。
夕
方
ま
で

は
撮
影
も
順
調
で
し
た
が
、
大

花
火
大
会
で
問
題
が
発
生
し
ま

し
た
。
中
盤
ま
で
は
ス
ム
ー
ズ

に
撮
影
し
て
い
ま
し
た
が
、
途

中
で
バ
ッ
テ
リ
ー
が
切
れ
、
私

の
顔
は
真
っ
青
に
な
り
ま
し

た
。
幸
い
に
も
何
枚
か
良
い
写

真
が
撮
れ
た
の
で
、
良
か
っ
た

で
す
が
、
準
備
の
重
要
性
を
再

確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た

…
。二

十
歳
の
つ
ど
い
で
は
、

久
々
に
再
会
し
た
方
も
多
く
、

参
加
者
の
表
情
は
笑
顔
で
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同

級
会
が
行
わ
れ
、
朝
ま
で
の
飲

み
明
か
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。

「
パ
ワ
ー
が
違
う
な
」
と
感
じ

ま
し
た
。
大
勢
で
集
ま
れ
る
機

会
も
中
々
な
い
の
で
、
特
別
な

思
い
出
と
し
て
残
っ
て
く
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
は
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
（
大
矢
）

９月から国勢調査が始まります
～回答はインターネットか郵送が便利です～

国勢調査は人口・世帯の実態を明らかにすることを目的に、５年に１回行われる国の最も重要

で大規模な統計調査です。

国内に住んでいるすべての人・世帯が対象となります。

国勢調査の結果は、国や地方公共団体の行政運営の基礎データとして用いられるほか、企業

や研究機関における経営管理や研究などにも活用されるなど幅広く利用されています。

9月中旬から順次、国勢調査員が訪問して調査票を配布します

国勢調査の流れ

●国勢調査員は国から任命された地域住民の方です。世帯数に応じて配置されるた

め、１人の国勢調査員が複数の行政区を担当することがありますが、円滑な調査の

実施にご協力をお願いします。

●世帯を訪問した際、確認のため世帯主の氏名と世帯員の人数（男女別）を伺いま

す。

調査期日 令和７年10月1日現在

原則、インターネットまたは郵送で回答します

●インターネット回答は期間中であれば、24時間好きなときに回答できます。回答し

た内容は厳重なセキュリティで保護されるので、安心・安全です。

●インタ―ネット回答も郵送での回答も難しい世帯は、再訪問の日時を約束して、国

勢調査員が後日調査票を受け取りに伺います。

◆インターネット回答期間　 　9月20日㈯～10月８日㈬

◆郵送での回答期間　　　　　10月  １日㈬～10月８日㈬　※投函可能期間

10月17日㈮以降、調査票が提出されていない世帯を調査員が順次訪問します

【お問い合わせ】　役場総務課 地域政策室 （☎0258-78-2290）
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